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今年度の共同実施の組織

学校の総合力を高める事務職員の役割

宇部市小・中学校事務共同実施 運営協議会 事務局長 藤高 学

（宇部市教育委員会 学校教育課副課長）

今年度、運営責任者に金子主査を迎え、新しい体制で宇部市の事務の共同実施がスタートしました。今年

度で１１年目になる取組をどうぞよろしくお願いいたします。

５月９日には山口県の拠点校及び担当者の連絡協議会が行われ、続く５月１１日には宇部市で事務の共

同実施運営協議会を開催しました。その会議において、「資質・能力の向上と人材育成」と「主体的・積極的

に学校運営に参画することによる学校の総合力の向上」が重要項目に挙げられました。宇部市においては、

平成２５年度に主査１１人、主事１人であった配置状況が、令和４年度は主査３人、主事が１７人、となりまし

た。事務職員の世代間のバランスが大きく変化し、業務の効率化等の知恵と技術の伝承が難しくなっていま

す。しかし、本市において、各学校の事務職員がそれぞれのキャリアステージに応じた能力を発揮できてい

るのは、「事務の共同実施」の取組として、訪問支援や各種研修会開催などのきめ細かな運営が行われてい

る成果だと考えています。

現在、学習指導要領の理念となる「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、各中学校区においては学

校と地域の連携活動が進められています。これは、急激かつ急速に変化する社会で子どもたちが自分の良

さや可能性を認識し、多様な人々と協働することによって主体的に生きる力を身に付けるようになることを目

的としているものです。学校事務職員には、地域の人と連携・協働ができるcoordinator(コーディネーター)とし

て、校区の実情を踏まえた予算の効果的な執行を促進するfacilitator(ファシリテーター)として、学校事務の

側面から学校目標の実現を提言するnavigator(ナビゲーター)として、そして専門的な立場からの助言で教職

員の意欲を高めるmotivator(モチベーター)としての役割が期待されています。事務職員ならではの高い専門

性を十分に発揮して、学校教育目標の実現に向けた学校の総合力を高めるよう取り組んでまいります。

これからも、様々な変化に対応しながら、新しい課題に主体的に取り組む事務の共同実施をめざしたいと

思いますので、よろしくお願いします。
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グループ協議では色々な意見が出ました

全体研修会では藤髙事務局長を講師に迎え、カリキュラム・マネジメント研修を行いました。

全体共同実施会・ブロック共同実施会

事務職員として求められるものが変化し

ていく中で、PDCAサイクルを利用して子どもたちの

成長と同時に自分自身も勉強していきたいと思い

ました。

教育現場に携わる事務

職員として、教育課程や学校目標

の趣旨をしっかり理解する必要性

を再認識できました。
地域連携や運営協議会な

どの必要性が分かりました。

宇部市小・中学校事務共同実施運営協議会
共同実施運営協議会が開催され、今年度の共同実施の方針を決定しました。この会議には、野口会長（教

育長）、原副会長（学校教育課長）、藤井副会長（上宇部中学校長）、教育総務課長、副課長、連携校からは

小・中の校長会長、教頭会長、教務主任会長、事務研理事長、ブロック代表の校長および事務職員、拠点校

からは事務長、運営責任者が出席しました。

若年事務職員研修会Ⅰ

研修を終えて（感想）

Ｒ４．５．２０

事務職員として

何が出来る？

今回の研修で事務職員として教育活動を知るた

め、授業見学を行いたいという意見が多くでました。

事務職員が授業見学出来るような環境を作って頂

けるようお願いします。

Ｒ４．５．１１

Ｒ４．５．２６

来客対応

備品整備

西岡事務長の講話や１学期の主要業務の説明、諸手当に関する演習、

グループ協議を行いました。

グループ協議では自己目標シートを活用し、課題解決のためのアイデア

や学校での取組等を協議し、最後に各グループが協議内容を報告すること

により、情報共有が出来ました。

・経験年数の近い事務職員同士が話すことで課題の共有や他の事務職員の目標

を知り、新たな気付きを得ることが出来ました。

・研修会資料をよく確認することが大事だと今回の研修で改めて思いました。

・若年研修だからこそ言えるようなこともあり、これから頑張っていこうと思いました。

～ 感 想 ～


